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円柱胴体に結合された矩形翼の揚力問題について
古 嘉谷
志
On the Lift Problem of the Rectangular Wing Combined with 
the Cylinder Body. 
Yoshiyuki FURUYA 
abstract 
The lift problem of intぽference between the re<立angular wing and由e cylinder body 
was treated at low Mach number. 
The problem was treated by considering the flow blowed down from the body t o  the 
wmg. 
And was found that the interference became small nearer to the wing edge and smaller 
at low Mach number. 
は し が き
円柱胴体に矩形翼が結合されている 結合体には翼に円柱胴体からの吹きおろしによる干渉を 生じ
る がこの論文ではこの結果生ずる 揚力問題の解打を 行なわんとするものである。
基 礎 理 論
円柱胴体に厚さのない矩形翼が 円柱の中心線と平行に胴体の中央に結合されている 時翼は胴体か
らの吹きおろしによって
αg=α(1+ �:) 
なる見かけの摂れ角を生じる。
) 1A ( 
ここにαは迎角， aば胴体半径， 坐標は第1図のごとく
とるものとする。
ここで問題を 簡略化するために胴体は無限に長いものとす
る。
胴体の中心か ら翼端迄の距離を b/2とし翼法を C。とす
る。
yzt∞sθ 
とおき(1)を変形する と
αg=α( 1+ bll_三;)4 --- -
そこで見かけの迎角は
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とカミける。
(4)の両辺に sinθを乗ずると
α' sinB・=α{1+ bll長7f}sinO
右辺を変形すると
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左辺を次の 如くフーリエ級数に 展開する。
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C4a)= C4b)とおいて sinOの 各ペキの係数を等しいとおくと，
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をf辱ることができる。
次の翼の 後方に生じる渦の計算を行う。 Kutta-Joukowskiの式及亜音速線型化理論によって渦度
F は
RF= k
r
CU∞A 
予11-函二五一
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ここにM∞， U∞は自由流のMach数及流速である。 文C は翼;弦である。 勿論との 場合
c=co==一定 (図ー1)又Aは渦によって生じる見かけの角， 吹き下しに よる見かけの 迎角， 真の迎
(7) 
角を加え合わせたものである。
E加ldtleの 揖力線理論を適用して(7)を書き変えると，
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と展開しω)， 仰を(8)に代入すると
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なる式を得るととができる。ここにCo はy=oにおける翼弦，勿論C=C。 である。
次に翼形を決定する。翼形を次のフーリエ級数で近似する。
ミ子-sin向。+2β'2COS20+2，β4∞，s4θ u 
Co =Cとおいて矩形翼に関してすでに得られているβ0 ，ιι，β4の値を利用する:
J.l.p 
β。=0.6535 2β'2= -0.3842 β条 =ー 0.0576 (14) 
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(13)を聞に代入してFのフーリエ級数制も第三項で 近似することにすると次の式が得られる。
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tl5l， (16)，聞によりAJ ，A2' A IJを求め仰に入れればFを求めることがで きる。
よって
L =puoor 
4b{�A _， _ n ，  A _" ， . . _，，\ CL =否くA1s inO+A2sin20+Aas in30 )
によって場力係数CLを求めることができる。
数 値 計 算
円柱胴体の半径aを1にとり，α=10。として翼弦C。及翼巾b/2を色々変えて数値計算を行い，
その結果をグラフに示す。
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矩形翼が胴体からの吹きおろしによって生じる揖力は翼端え行く程ノトさくなって行く。
又M∞が大きくなる程大きくなることがわかる。 文sinOが1に近づくlllJち胴体に近づく程近似度
が悪くなることは計算の途中より容易にわかる。
又胴体を有限のものとすれば胴体前方からの影響も加わるであろうが この問題の解折は次回にし
たいと思、う。
この論文は著者が前回報告したようなSlenderであるという条件なしに適用できる利点があるが，
Slenderであると， 近似がずっと思くなると思う。 又翼f彰を決定しにくい不利な点もあるがうまい解
貯は今後の問題としたい。
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